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新潟 RC １２月第 ４例会 (2017.12.26) №３２１３ 

 

(1) ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱 

 

(2) 徳永 昭輝会長挨拶 

 今年も残すところ5日となりました。第2例会で柴田史

郎元会長の突然の訃報を報告させて頂きましたが、今日は

「柴田史郎先生を偲ぶ」例会とさせていただきたいと思い

ます。背後から「徳ちゃん、何言っているんだ！ちゃんと

例会をしなさい。」と柴田先生に怒られているような気がし

ますが・・・。本日は、ゲストスピーカーとして、地区ク

ラブ奉仕委員会、クラブ戦略計画推進委員長、新潟西ロー

タリークラブ会員の大澤力さんをお迎えしています。予定

通りお話をして頂きます。また、先生の突然の訃報をお聞

きになり2008－09年度に新潟万代RCの会長として一緒に

ご活躍された丹治芳子（地区幹事）がビジターとして例会

に出席されています。田中堅一郎会員、竹石松次会員から

お話をしていただきますが、後程丹治芳子地区幹事さんか

らもお話をして頂くことにしています。 

 先に、新潟RCが取り組んだ12月の活動報告をさせて頂

きます。12月22日社会奉仕員会の皆さんが新潟ロータリ

ー保育園を訪問し、133名の園児一人一人にクリスマスプ

レゼントを渡してきてくれました。ロータリー保育園は

1958（昭和33年）年4月30日に新潟大火の際に国内各ロ

ータリークラブから寄せられた見舞金の一部を建設資金に

充て完成しました。事務室には今でも「ロータリーの四つ

のテスト」、「ロータリーの綱領」(ロータリーの目的)が飾

られています。訪問された岡村委員長、サンタクロースの

川下さん、森下さん、参加頂いた鈴木滋弥さん、藤井さん、

織戸幹事（徳永会長も挨拶に）ご苦労様でした。 

また、12月23日（土）には新潟市内のインターアクトク

ラブを持つ（新潟向陽高等学校、新潟明訓高等学校、敬和

学園高等学校、東京学館新潟高等学校、日本文理高等学校）

5つの高校のインターアクト会員を中心に献血呼びかけキ

ャンペーンが万代シルバー周辺で行われました。インター

アクトとは、international actionの略で、社会奉仕団体

の国際ロータリーが提唱し、次世代を担う青少年に奉仕の

心と国際理解を促進するための世界的な活動です。新潟市

内の5つの高校のインターアクトクラブは、介護奉仕や駅

のトイレ掃除、海岸清掃奉仕等を通して「人への優しさ、

思いやり」を実践しています。クリスマス献血呼びかけキ

ャンペーンは今年で20回になりました。新潟RCクラブで

もこの事業に３２の企業各社および個人の皆さんから協賛

して頂きました。当日は秋山インターアクト委員長を中心

に、鈴木滋弥さん、矢野さん、東方さん、津久井さん、織

戸幹事、徳永会長の7名が参加されました。ご苦労様でし

た。参加されたロータリアンは、インターアクトのみなさ

んが配布する、献血協力を呼びかける7000枚のパンフレッ

トとチョコレート、ティッシュをナイロン袋に詰める作業

に汗をながしましたが、参加しなければ分からないロータ

リアンとしての奉仕活動を体験しました。いい奉仕活動が

できたと思っています。 

 それでは、柴田史郎元会長を偲んでお話をしていただき

ますが、その前に少しだけお話をさせて頂きます。 

 先日、玉知夫さんからメールがあり、柴田先生が会長の

挨拶の中で「死」について述べている・・・との連絡を頂

きました。柴田先生は、2008－09年度の新潟RCの会長で

した。創立70周年記念誌に、会長としての1年として、①

ロータリーの心と原点を探る作業と、②新潟市旧市内7ロ

ータリークラブ共通の事務局の在り方を見直す、この2つ

の主題に取り組み、とくに共通事務局の新しい「就業規則」

を作成したことに思いを寄せて述べています。先生のお人

柄をしのぶことが出きる内容です。 

 先生の会長として週報で話された挨拶の一部を紹介いた

します。 

１．8月第2例会 No.2765 

 田上長崎市長の「長崎平和宣言」は、大国の論理を覆し、

地球と子供たちの未来を救うべく核兵器廃絶への思いは使

命感にあふれている。一見、理想主義的な平和運動にみえ

るが、こういった地道な活動こそが大切であることを教え

られる・・・・。 

２．8月第3例会 No.2766 

 医学・医療の変化について、医師は、診療技術の基本であ

る視診・触診・打診をおろそかにしていないか、患者の側

には医学・医療の持つ不確実性への認識不足が見られる。

医者は、病気を見るのではなく、「病者」（病気を持った人）

を見ることが大切であり、またハンディを背負った患者と

は同じ土俵の上にいるのではないという認識が必要であり、 

患者の側からすると、医学・医療の不確実性を認めること

が大切・・・・。 

 2017-18年度 

国際ロータリー会長 

イアン・ライズリー 

2017～18 年度 
新潟ロータリークラブ会長 

 
徳永 昭輝  

 
 

国 際 ロ ー タ リ ー

2017-18 年度テーマ 



３．1月第3例会 No.2784 

 NHKの番組で、新井満氏が先輩として、新潟市寄居中学の

「死」をテーマとした課外授業を青山海岸につれ出し「君

たちの最も大切なものは何か」と問いかけ、それぞれ絵に

描かせ、その絵を学校に持ち帰り、校庭でたき火をしてそ

の絵を一人一人燃やさせて、「これが死というものだ。誰も

が持っている、自分にとって最も大切なものと別れること

を意味するのだ」・・・・。“死の持つ一面を子供たちに示

し、生の意味を考えさせる“という授業を新井満氏は試み

たのだと思う”と感想を述べられ大変感銘を受けた・・・。 

先生、ご指導有難うございました。 

どうぞ安らかにお休みください・・・・合掌 

 

 

 

 

 

 

(3) ゲストの紹介 

・新潟放送 秘書室 稲葉さん 

(4) ビジターの紹介・ご挨拶 

・丹治芳子さん(新潟万代RC柴田史郎元会長同期会長) 

 

 

 

(5) 柴田 史郎元会長を偲んで 

・田中堅一郎君 

 

 

 

・竹石 松次 君 

 

 

 

(6) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(得永 哲史委員長) 

新田 幸壽君 樋熊 紀雄君 

小林 敬直君  

米山奨学会寄付発表(白勢 仁士委員長) 

高橋 秀松君 本間 剛三君 

青少年育成基金寄付発表(小田 等委員長) 

小林  悟君 小田  等君 

浅田 龍一君 高橋 秀松君 

本間  彊君  

(7) ニコニコボックス紹介（八島 進副委員長） 

・丹治 芳子君（万代 RC） 平成２０～２１年度の同期会長

でありました柴田 史郎先生がご逝去されたことをお聴きし

哀悼の意を表したくメーキャップに参りました。柴田 史郎

先生には言葉で言い表せぬご厚情を賜りましたことを心よ

り感謝申し上げます。 

・大澤 力君(新潟西RC)新潟RCの益々のご発展をご祈念

申し上げます。 

・織戸 潔君 新潟西 RC 大澤力さんをお迎えして、My 

Rotary 登録例会の卓話をお願いしました。お忙しい中、本

当に有難うございます。 

・金井 政則君 結婚祝いのシクラメン有難うございました。

昭和５５年以来のサプライズでした。 

・秋山 博一君 １２月２３日 クリスマス献血の呼びかけキ

ャンペーンに多くの皆様よりご参加頂きありがとうございま

した。 

(8) 幹事報告（織戸 潔幹事） 

・ロータリーレートが１月より現行の１ドル、１１２円から１１４

円に変更になります。 

(9) 卓話「My ROTARY登録例会」 

地区クラブ奉仕委員会 

クラブ戦略計画推進委員長 大澤力君(新潟西ＲＣ)  

 

 

 

 

(10) １２月２６日例会の出席率 ８７．９５ ％ 

会員数 ９２名（出席免除会員 ７名） 

出席者 ７３  名（出席免除会員 ２名を含む） 

 (2週間前メーク後 ９５．５６ ％) 

 

１月１６日の例会予定 

新年家族会 於 行形亭  

午後５：３０受付 ６:００開会 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 



新潟 RC 社会奉仕委員会報告 

社会奉仕委員長 岡村健吉 
 

      2017 年 12 月 22 日（金）開催 ロータリー保育園クリスマス訪問 

 

去る12月22日に毎年恒例のロータリー保育園へのクリスマスプレゼント訪問を行いました。徳永会長・織戸幹事をは

じめ総勢 7 名が参加し、サンタ役には川下委員・森下さんが扮し、徳永会長の挨拶の後、園児全員でサンタクロース

を呼び、サンタさんの登場で園児の目は一気に輝きました。園児からはどこから来たの・夏は何してるの・誕生日は・

の 3 つの質問が出ました。ジングルベルが流れる中、園児135人一人ひとりを名前でサンタさんが呼んで直接プレゼ

ントが手渡されました。サンタさんが自分を名前で呼んでくれたことに園児はビックリしたようでした。保育園の素晴ら

しい演出でした。その後、園児たちのお礼の歌と手紙を貰い集合写真を撮り、最後はかわいいお手手とハイタッチで

した。日頃経験しない癒しの思いで、社会奉仕委員会の一大行事を堪能した一日でした。 

 


